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画
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３
　
ア
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ッ
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口
）
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三
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ッ
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は
未
撮
影

画
像
１
　
表
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画
像
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献
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巻
（
巻
一
〜
巻
三
）
と
別
巻
（
追
考
・
巻
四
）
が
あ
り
、
序
に
よ
る
と
本
巻
は

安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
に
成
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宣
長
没
後
の
天
保
九

（
一
八
三
八
）
年
ま
で
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
多
く
写
本
と
し
て
流
通
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
注
２
）。

当
館
所
蔵
の
写
本
『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』（
以
下
当
館
蔵
本
）
に
は
奥
書
が

な
く
、書
写
年
・
筆
者
は
不
明
で
あ
る
。
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
自
筆
稿
本
（
以

下
宣
長
本
）（
注
３
）

と
比
較
す
る
と
、
字
配
り
（
文
字
数
・
行
数
）
や
書
き
方
（
注

釈
本
文
中
の
漢
字
・
ひ
ら
が
な
の
使
い
方
）
は
異
な
る
も
の
の
、
内
容
は
概
ね

宣
長
本
に
一
致
す
る
。た
だ
、宣
長
本
に
な
い
貼
紙
や
頭
注
が
付
さ
れ
て
お
り
、

当
写
本
の
年
代
推
定
や
経
歴
の
参
考
と
な
る
。
付
加
さ
れ
た
六
カ
所
を
概
観
し

て
お
き
た
い
（
／
は
改
行
、
□
は
読
め
な
か
っ
た
文
字
を
示
す
）。

①
６
丁
オ
頭
注
（
墨
）
「
□（

虫
損
）□

に
張
紙
あ
り
云
／
四
来
三
ヨ
ク
ミ
ツ
ト
ヨ
ム
／

ヘ
シ
此
書
未
改
す
□
言
／
申
入
す

　
見
よ
の
心
は
／
あ
た
古
人
見
つ
と
云
／
事

云
々
□
詞
也
」

万
葉
集
巻
一
・
二
七
番
歌
の
末
尾
「
四
来
三
」
に
つ
い
て
、
宣
長
本
で
は
右

に
「
ヨ
ク
ミ
」、左
に
「
ミ
ツ
」
の
訓
を
付
す
。
当
館
蔵
本
は
右
に
「
ヨ
ク
ミ
ツ
」

の
訓
を
付
し
て
お
り
、
頭
注
の
「
ヨ
ク
ミ
ツ
ト
ヨ
ム
ヘ
シ
」
は
こ
の
訓
の
補
足

で
あ
る
。
な
お
こ
の
訓
は
荷
田
御
風
の
説
で
あ
る
こ
と
が
本
居
大
平
書
き
入
れ

の
万
葉
集
（
注
４
）

か
ら
わ
か
る
。

②
８
丁
オ
貼
紙
（
墨
）
「
□
□
云
　
そ
む
る
は
ふ
と
い
ふ
は
の
は
ふ
の
下
に
る

も
し
あ
る
へ
し
」

【
書
誌
情
報
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
貴
重
書
番
号
：
ロ
１
）

﹇
体

　
裁
﹈
写
本
、
袋
綴
、
四
目
綴
、
一
冊

　

﹇
表

　
紙
﹈
縹
色

　
題
簽
「
萬
葉
集
玉
の
小
琴

　
全
」

﹇
料

　
紙
﹈
楮
紙

﹇
寸

　
法
﹈
縦
二
七
・
八
㎝

　
横
十
九
・
四
㎝

﹇
行
数
等
﹈
十
一
行

　
墨
付
五
十
三
丁

﹇
書
写
年
﹈
不
明

﹇
蔵
書
印
等
﹈
表
紙
右
上
に
「
第
百
三
拾
九
号
／
凹
邨
文
庫
／
全
壹
冊
」
の

貼
紙
、
右
下
に
万
４
／
５
の
シ
ー
ル
。
見
返
し
に
①
「
橿
原
文
庫
」
の
印
、
②

「
橿
原
文
庫
蔵
書
印
／44.8.10

／
第27249

号
」
の
印
。
裏
見
返
し
に
①
「
大

和
歴
史
館
印
」
の
印
、
②
「
館
蔵
56
」
の
印
（
注
１
）

【
解
説
】

『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』
は
、
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
〜
一
八
〇
一
）
に
よ
る

万
葉
集
の
抄
出
注
釈
書
。
師
で
あ
る
賀
茂
真
淵
の
『
万
葉
考
』
を
補
訂
す
る
目

的
で
、
万
葉
集
巻
一
か
ら
巻
四
ま
で
の
語
句
を
摘
出
し
、
注
解
を
加
え
た
。
本

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
蔵

『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』
解
題

阪
口
　
由
佳

－ 38 －－ 39 －



―40―

『万葉古代学研究年報』第23 号（2025 年）

に
本
巻
・
別
巻
が
同
時
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

⑤
37
丁
オ
頭
注
（
墨
）
「
一
本
に
牟
閇
こ
れ
也
の
下
／
不
相
は
ま
た
実
の
な
ら

さ
る
／
に
て
思
ふ
人
に
あ
は
ぬ
を
／
よ
せ
て
い
ふ
也
恋
の
歌
也
／
又
う
へ
は
諾ウ

ヘ

に
て
も
有
／
へ
し
と
云
へ
り
」

万
葉
集
巻
三
・
三
三
〇
番
歌
「
久
美
宇
倍
」
に
つ
い
て
、
宣
長
本
で
は
見
せ

消
ち
の
脇
に
新
説
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
新
説
が
当
館
蔵
本
の
頭
注

と
一
致
す
る
。
当
館
蔵
本
の
本
文
部
分
で
は
、
宣
長
本
で
見
せ
消
ち
に
さ
れ
た

部
分
（
旧
説
）
が
写
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
館
蔵
本
の
本
文
の
書
写
者

が
見
た
本
に
は
旧
説
の
み
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
、
頭
注
が
「
一
本
に
」
と
始

ま
る
こ
と
か
ら
、
新
説
が
書
か
れ
た
本
で
校
合
し
頭
注
を
追
記
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

⑥
41
丁
オ
頭
注
（
墨
）
「
敏
按
、
潤
湿
ヲ
月
竢
ト
ナ
ホ
シ
タ
ル
ハ
東
満
ナ
リ
」

万
葉
集
巻
三
・
三
七
〇
番
歌
「
潤
湿
跡
」
に
つ
い
て
、
本
文
に
「
或
人
此
句

を
誤
字
と
し
て
、
つ
き
ま
つ
と
、
と
せ
れ
共
」
と
あ
る
。
こ
の
「
或
人
」
が
荷

田
春
満
で
あ
る
と
い
う
頭
注
で
あ
る
。
注
の
最
初
「
敏
按
」
の
「
敏
」
は
小
篠

敏
（
注
７
）（
一
七
二
八
〜
一
八
〇
一
）
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
頭
注
・
貼
紙
か
ら
当
館
蔵
本
の
特
徴
を
考
察
し
た
。
当
館
蔵
本
の
本

文
は
、
宣
長
が
本
巻
の
三
三
〇
番
歌
に
新
説
を
書
き
入
れ
る
前
の
本
に
よ
っ
て

書
写
さ
れ
（
⑤
）、そ
の
人
物
は
別
巻
も
書
写
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
（
④
）。

そ
の
後
、
小
篠
敏
に
よ
る
注
が
追
記
さ
れ
（
⑥
）、
さ
ら
に
③
の
朱
書
き
が
加

筆
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。
検
討
が
及
ば
な
か
っ
た
点
も
多
い
が
、
以
後
の
課
題

万
葉
集
巻
一
・
三
八
番
歌
「
山
川
母

　
依
弖
奉
流
」
の
「
奉
流
」
に
つ
い
て
、

「
つ
か
ふ
る
」
と
訓
む
こ
と
の
説
明
が
本
文
に
あ
り
、
最
後
に
「
ま
れ
に
時
雨

の
雨
の
染
る
也
け
り
、
峯
ま
で
延
る
、
な
ど
あ
る
は
、
染
有
、
延
有
の
意
に
て
、

そ
む
る
、
は
ふ
と
い
ふ
と
は
異
也
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
傍
線
部
分
に
つ
い
て

「
そ
む
る
、
は
ふ
る
」
で
あ
る
べ
き
と
補
足
さ
れ
た
付
箋
で
あ
る
。

③
11
丁
オ
頭
注
（
朱
）
「
弘
綱
云

　
之シ

ハ
乏
の
／
誤
り
に
て
ト
モ
シ
キ
ロ
／
カ

モ
也

　
宣
長
大
人
／
も
後
に
考
ら
れ
／
た
り
」

万
葉
集
巻
一
・
五
三
番
歌
の
結
句
に
関
す
る
頭
注
で
あ
る
。
弘
綱
は
佐
佐
木

弘
綱
（
一
八
二
八
〜
一
八
九
一
）
と
思
し
い
。
こ
こ
の
み
朱
書
き
で
あ
り
、
後

に
追
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

④
35
丁
オ
貼
紙
（
墨
）
「
△
よ
む
べ
き
や
う
の
言
な
れ
共
十
五
ノ
卅
五
丁
に
む

か
ひ
ゐ
て
一
日
も
お
ち
ず
見
し
か
ど
も
伊
等
波
奴
伊
毛
乎
月
渡
る
ま
て
／
と
あ

る
を
以
て
み
れ
ば
い
と
は
ぬ
と
訓
へ
き
也

　
さ
れ
と
又
十
一
ノ
四
十
三
丁
に
あ

け
ぬ
べ
く
云
々
君
が
手
枕
未
厭
君
こ
れ
は
／
い
ま
た
あ
か
な
く
に
と
な
ら
で
は

訓
が
た
け
れ
は
不
厭
も
あ
か
ざ
る
と
よ
ま
む
も
あ
し
か
ら
じ
」

傍
線
を
付
し
た
と
お
り
「
不
厭
」
の
訓
に
関
す
る
注
で
あ
る
。
万
葉
集
巻

三
・
二
九
一
番
歌
と
二
九
八
番
歌
の
間
に
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
歌
も

「
不
厭
」
に
関
係
し
な
い
。
巻
四
・
四
九
五
番
歌
の
「
不
厭
」
に
つ
い
て
の
付

箋
（
注
５
）

が
本
巻
に
混
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宣
長
本
「
玉
の
小
琴
」
別
巻

（
注
６
）

の
巻
四
・
四
九
五
番
の
部
分
に
、
全
く
同
じ
注
が
付
箋
と
し
て
付
さ
れ
て

い
る
。
当
館
蔵
本
の
書
写
者
は
別
巻
も
写
し
て
い
た
、
少
な
く
と
も
あ
る
時
期
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二
五
年
二
月
二
〇
日
閲
覧
）。
本
写
本
の
⑥
頭
注
と
同
筆
か
否
か
の
断
定
は
で
き

な
い
が
、
私
見
で
は
類
似
す
る
。

【
画
像
１
】
当
館
蔵
『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』
表
紙

と
し
た
い
。

【
注
】

注
１

　
大
和
歴
史
館
（
戦
前
は
「
大
和
国
史
館
」）
に
つ
い
て
は
、『
万
葉
図
書
・
情
報
室

だ
よ
り
』
40
号
（
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

　
二
〇
一
四
年
十
二
月
）、竹
内
亮
「「
万

葉
文
化
」の
血
脈（
連
載「
博
物
館
っ
て
楽
し
い
！
」奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
）」（『
月

刊
奈
良
』 

61
–
２
（
通
巻
635
）　
二
〇
二
一
年
二
月 

）
な
ど
参
照
。
大
和
歴
史
館

の
蔵
書
が
橿
原
文
庫
に
受
け
継
が
れ
、
当
館
に
移
管
さ
れ
た
。

注
２

　
大
久
保
正
「
解
題
」（『
本
居
宣
長
全
集

　
第
六
巻
』
筑
摩
書
房

　
一
九
七
〇
年
）。

注
３
　
本
居
宣
長
自
筆
稿
本
（
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
）
を
底
本
と
し
て
復
刻
し
た
、「
萬

葉
集
玉
の
小
琴
」（
前
掲
注
２
所
収
）
を
参
照
し
た
。

注
４
　『
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
所
蔵
本
居
文
庫
目
録
』0843

番
の
万
葉
集
版
本
。
寛

政
二
十
年
刊
。

注
５
　
版
本
は
宣
長
の
補
訂
が
施
さ
れ
る
前
の
本
の
写
本
を
底
本
と
し
て
お
り
、
こ
の
付

箋
は
版
本
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
（
前
掲
注
２
「
解
題
」）。

注
６
　
別
巻
の
完
成
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
一
七
八
二
年
以
降
、
一
七
九
四
以
前
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（『
本
居
宣
長
事
典
』
東
京
堂
出
版
　
二
〇
〇
一
年
）。

注
７
　
一
七
八
〇
年
宣
長
に
入
門
、
浜
田
藩
（
島
根
県
）
国
学
の
中
心
（
前
掲
注
６
『
本

居
宣
長
事
典
』）。
九
州
国
立
博
物
館
所
蔵『
万
葉
和
歌
集
』（
小
篠
敏
書
入
本
）に
も
、

同
じ
く
「
敏
按
」
か
ら
始
ま
る
書
入
れ
が
多
数
あ
る
（
九
州
国
立
博
物
館
収
蔵
品

ギ
ャ
ラ
リ
ー
　https://collection.kyuhaku.jp/gallery/13516.htm

l

　
二
〇
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に
本
巻
・
別
巻
が
同
時
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

⑤
37
丁
オ
頭
注
（
墨
）
「
一
本
に
牟
閇
こ
れ
也
の
下
／
不
相
は
ま
た
実
の
な
ら

さ
る
／
に
て
思
ふ
人
に
あ
は
ぬ
を
／
よ
せ
て
い
ふ
也
恋
の
歌
也
／
又
う
へ
は
諾ウ

ヘ

に
て
も
有
／
へ
し
と
云
へ
り
」

万
葉
集
巻
三
・
三
三
〇
番
歌
「
久
美
宇
倍
」
に
つ
い
て
、
宣
長
本
で
は
見
せ

消
ち
の
脇
に
新
説
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
新
説
が
当
館
蔵
本
の
頭
注

と
一
致
す
る
。
当
館
蔵
本
の
本
文
部
分
で
は
、
宣
長
本
で
見
せ
消
ち
に
さ
れ
た

部
分
（
旧
説
）
が
写
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
館
蔵
本
の
本
文
の
書
写
者

が
見
た
本
に
は
旧
説
の
み
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
、
頭
注
が
「
一
本
に
」
と
始

ま
る
こ
と
か
ら
、
新
説
が
書
か
れ
た
本
で
校
合
し
頭
注
を
追
記
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

⑥
41
丁
オ
頭
注
（
墨
）
「
敏
按
、
潤
湿
ヲ
月
竢
ト
ナ
ホ
シ
タ
ル
ハ
東
満
ナ
リ
」

万
葉
集
巻
三
・
三
七
〇
番
歌
「
潤
湿
跡
」
に
つ
い
て
、
本
文
に
「
或
人
此
句

を
誤
字
と
し
て
、
つ
き
ま
つ
と
、
と
せ
れ
共
」
と
あ
る
。
こ
の
「
或
人
」
が
荷

田
春
満
で
あ
る
と
い
う
頭
注
で
あ
る
。
注
の
最
初
「
敏
按
」
の
「
敏
」
は
小
篠

敏
（
注
７
）（
一
七
二
八
〜
一
八
〇
一
）
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
頭
注
・
貼
紙
か
ら
当
館
蔵
本
の
特
徴
を
考
察
し
た
。
当
館
蔵
本
の
本

文
は
、
宣
長
が
本
巻
の
三
三
〇
番
歌
に
新
説
を
書
き
入
れ
る
前
の
本
に
よ
っ
て

書
写
さ
れ
（
⑤
）、そ
の
人
物
は
別
巻
も
書
写
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
（
④
）。

そ
の
後
、
小
篠
敏
に
よ
る
注
が
追
記
さ
れ
（
⑥
）、
さ
ら
に
③
の
朱
書
き
が
加

筆
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。
検
討
が
及
ば
な
か
っ
た
点
も
多
い
が
、
以
後
の
課
題

万
葉
集
巻
一
・
三
八
番
歌
「
山
川
母
　
依
弖
奉
流
」
の
「
奉
流
」
に
つ
い
て
、

「
つ
か
ふ
る
」
と
訓
む
こ
と
の
説
明
が
本
文
に
あ
り
、
最
後
に
「
ま
れ
に
時
雨

の
雨
の
染
る
也
け
り
、
峯
ま
で
延
る
、
な
ど
あ
る
は
、
染
有
、
延
有
の
意
に
て
、

そ
む
る
、
は
ふ
と
い
ふ
と
は
異
也
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
傍
線
部
分
に
つ
い
て

「
そ
む
る
、
は
ふ
る
」
で
あ
る
べ
き
と
補
足
さ
れ
た
付
箋
で
あ
る
。

③
11
丁
オ
頭
注
（
朱
）
「
弘
綱
云
　
之シ

ハ
乏
の
／
誤
り
に
て
ト
モ
シ
キ
ロ
／
カ

モ
也
　
宣
長
大
人
／
も
後
に
考
ら
れ
／
た
り
」

万
葉
集
巻
一
・
五
三
番
歌
の
結
句
に
関
す
る
頭
注
で
あ
る
。
弘
綱
は
佐
佐
木

弘
綱
（
一
八
二
八
〜
一
八
九
一
）
と
思
し
い
。
こ
こ
の
み
朱
書
き
で
あ
り
、
後

に
追
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

④
35
丁
オ
貼
紙
（
墨
）
「
△
よ
む
べ
き
や
う
の
言
な
れ
共
十
五
ノ
卅
五
丁
に
む

か
ひ
ゐ
て
一
日
も
お
ち
ず
見
し
か
ど
も
伊
等
波
奴
伊
毛
乎
月
渡
る
ま
て
／
と
あ

る
を
以
て
み
れ
ば
い
と
は
ぬ
と
訓
へ
き
也
　
さ
れ
と
又
十
一
ノ
四
十
三
丁
に
あ

け
ぬ
べ
く
云
々
君
が
手
枕
未
厭
君
こ
れ
は
／
い
ま
た
あ
か
な
く
に
と
な
ら
で
は

訓
が
た
け
れ
は
不
厭
も
あ
か
ざ
る
と
よ
ま
む
も
あ
し
か
ら
じ
」

傍
線
を
付
し
た
と
お
り
「
不
厭
」
の
訓
に
関
す
る
注
で
あ
る
。
万
葉
集
巻

三
・
二
九
一
番
歌
と
二
九
八
番
歌
の
間
に
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
歌
も

「
不
厭
」
に
関
係
し
な
い
。
巻
四
・
四
九
五
番
歌
の
「
不
厭
」
に
つ
い
て
の
付

箋
（
注
５
）

が
本
巻
に
混
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宣
長
本
「
玉
の
小
琴
」
別
巻

（
注
６
）

の
巻
四
・
四
九
五
番
の
部
分
に
、
全
く
同
じ
注
が
付
箋
と
し
て
付
さ
れ
て

い
る
。
当
館
蔵
本
の
書
写
者
は
別
巻
も
写
し
て
い
た
、
少
な
く
と
も
あ
る
時
期
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奈良県立万葉文化館蔵　『萬葉集玉の小琴』解題　（阪口）

二
五
年
二
月
二
〇
日
閲
覧
）。
本
写
本
の
⑥
頭
注
と
同
筆
か
否
か
の
断
定
は
で
き

な
い
が
、
私
見
で
は
類
似
す
る
。

【
画
像
１
】
当
館
蔵
『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』
表
紙

と
し
た
い
。

【
注
】

注
１
　
大
和
歴
史
館
（
戦
前
は
「
大
和
国
史
館
」）
に
つ
い
て
は
、『
万
葉
図
書
・
情
報
室

だ
よ
り
』
40
号
（
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
　
二
〇
一
四
年
十
二
月
）、竹
内
亮
「「
万

葉
文
化
」の
血
脈（
連
載「
博
物
館
っ
て
楽
し
い
！
」奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
）」（『
月

刊
奈
良
』 

61
–
２
（
通
巻
635
）　
二
〇
二
一
年
二
月 

）
な
ど
参
照
。
大
和
歴
史
館

の
蔵
書
が
橿
原
文
庫
に
受
け
継
が
れ
、
当
館
に
移
管
さ
れ
た
。

注
２
　
大
久
保
正
「
解
題
」（『
本
居
宣
長
全
集
　
第
六
巻
』
筑
摩
書
房
　
一
九
七
〇
年
）。

注
３
　
本
居
宣
長
自
筆
稿
本
（
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
）
を
底
本
と
し
て
復
刻
し
た
、「
萬

葉
集
玉
の
小
琴
」（
前
掲
注
２
所
収
）
を
参
照
し
た
。

注
４
　『
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
所
蔵
本
居
文
庫
目
録
』0843
番
の
万
葉
集
版
本
。
寛

政
二
十
年
刊
。

注
５

　
版
本
は
宣
長
の
補
訂
が
施
さ
れ
る
前
の
本
の
写
本
を
底
本
と
し
て
お
り
、
こ
の
付

箋
は
版
本
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
（
前
掲
注
２
「
解
題
」）。

注
６

　
別
巻
の
完
成
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
一
七
八
二
年
以
降
、
一
七
九
四
以
前
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（『
本
居
宣
長
事
典
』
東
京
堂
出
版

　
二
〇
〇
一
年
）。

注
７

　
一
七
八
〇
年
宣
長
に
入
門
、
浜
田
藩
（
島
根
県
）
国
学
の
中
心
（
前
掲
注
６
『
本

居
宣
長
事
典
』）。
九
州
国
立
博
物
館
所
蔵『
万
葉
和
歌
集
』（
小
篠
敏
書
入
本
）に
も
、

同
じ
く
「
敏
按
」
か
ら
始
ま
る
書
入
れ
が
多
数
あ
る
（
九
州
国
立
博
物
館
収
蔵
品

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　https://collection.kyuhaku.jp/gallery/13516.htm
l

　
二
〇

－ 40 －－ 41 －
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【
画
像
５
】　
当
館
蔵
『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』
35
丁
オ
（
部
分
）

【
画
像
６
】　
当
館
蔵
『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』
37
丁
オ
（
部
分
）

【
画
像
７
】　
当
館
蔵
『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』
41
丁
オ
（
部
分
）

【
画
像
２
】　
当
館
蔵
『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』
６
丁
オ
（
部
分
）

【
画
像
３
】　
当
館
蔵
『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』
８
丁
オ
（
部
分
）

【
画
像
４
】　
当
館
蔵
『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』
11
丁
オ
（
部
分
）
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奈良県立万葉文化館蔵　『続日本紀』解題　（中本）

『
続
日
本
紀
』
の
現
存
最
古
の
写
本
は
、鎌
倉
時
代
書
写
の
金
沢
文
庫
本
（
蓬

左
文
庫
蔵
）
で
あ
る
。
印
本
は
版
本
と
し
て
最
古
の
も
の
と
な
り
、
全
巻
揃
い

と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
印
本
の
書
写
・
校
異
の
経
緯
と
し
て
は
、
卜
部
家
相

伝
本
（
お
そ
ら
く
三
条
西
本
）
系
統
の
写
本
を
底
本
と
し
、
蓬
左
文
庫
系
統
の

写
本
で
対
校
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
１
）。

印
本
は
江
戸
時
代
に
版
本
と
し
て
流
通
し
て
い
る
た
め
、
当
館
の
他
に
、
宮

内
庁
書
陵
部
、国
立
国
会
図
書
館
、東
京
大
学
総
合
図
書
館
、内
閣
文
庫
な
ど
、

多
数
の
機
関
に
所
蔵
さ
れ
る
。
当
館
蔵
本
に
は
書
肆
情
報
が
記
さ
れ
な
い
が
、

宮
内
庁
書
陵
部
本
（
２
）

と
東
京
大
学
総
合
図
書
館
本
（
３
）

の
第
二
十
冊
の
裏
表
紙

見
返
し
に
「
京
師
三
條
通
升
屋
町

　
御
書
物
所

　
出
雲
寺
和
泉
掾
」、
内
閣
文

庫
本（
４
）に「

國
學
御
書
物
所

　
京
都
三
條
通
堺
町

　
出
雲
寺
松
栢
堂
」と
あ
り
、

当
館
蔵
本
も
同
様
の
可
能
性
が
あ
る
（
５
）。

た
だ
し
、
内
閣
文
庫
本
と
東
京
大

学
総
合
図
書
館
本
の
表
紙
は
、題
簽
を
付
す
点
が
当
館
蔵
本
と
異
な
る
。ま
た
、

題
簽
に
は
「
大
宝
元
年
正
月
盡
同
二
年
十
二
月
」
等
の
収
載
期
間
を
示
す
文
言

が
含
ま
れ
な
い
。宮
内
庁
書
陵
部
本
は
、「
續
日
本
紀

　
一
」の
題
簽
を
付
す
が
、

収
載
期
間
は
直
書
で
あ
る
。

以
下
、
当
館
蔵
本
の
書
き
入
れ
等
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
。

印
本
は
、
第
一
冊
巻
頭
に
『
続
日
本
紀
』
撰
進
の
上
表
文
（『
日
本
後
紀
』

延
暦
十
六
年（
七
九
七
）二
月
己
巳（
十
三
日
）条
）を
収
め
る
。『
続
日
本
紀
』

原
本
に
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
内
容
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に
追
加
さ

れ
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
印
本
の
本
文
と
異
な
り
返
り
点
を

【
書
誌
情
報
】

 

（
貴
重
書
番
号
：
ロ
61
）

﹇
体

　
裁
﹈
版
本
、
袋
綴
（
四
目
綴
）、
二
十
冊

﹇
表

　
紙
﹈
第
一
冊
：
直
書
「
續
日
本
紀

　
第
一

　
文
武
帝
起
丁
酉
年
八
月

盡
庚
子
年
十
二
月

　
第
二

　
起
大
宝
元
年
正
月
盡
同
二
年
十
二

月
」、
第
二
〜
二
十
冊
も
第
一
冊
の
書
式
に
准
じ
る
。

﹇
料

　
紙
﹈
楮
紙

﹇
行

　
数
﹈
本
文
八
行
、
十
六
字
詰

﹇
寸

　
法
﹈
縦
二
六
・
二
㎝
、
横
一
八
・
三
㎝

﹇
刊

　
年
﹈「
明
暦
丁
酉
秋
日
」（
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
））

﹇
書

　
肆
﹈
不
明

【
解
説
】

『
続
日
本
紀
』
は
六
国
史
の
第
二
で
、全
四
十
巻
か
ら
な
る
。
当
館
蔵
本
は
、

各
冊
に
二
巻
ず
つ
を
収
め
て
お
り
、
全
二
十
冊
と
な
る
。
第
二
十
冊
の
末
尾
に

「
明
暦
丁
酉
秋
日

　
立
野
春
莭
書
于
蓬
生
巷
」
と
あ
り
、
明
暦
丁
酉
の
年
に
京

都
の
有
職
家
で
あ
る
立
野
春
節
（
蓬
生
巷
林
鷦
）
が
校
合
し
た
こ
と
を
記
す
。

い
わ
ゆ
る
「
明
暦
三
年
印
本
」（
印
本
）
で
あ
る
。

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
蔵

『
続
日
本
紀
』
解
題

中
本
　
和
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